
小金井都市計画地区計画の変更（小金井市決定）

小金井都市計画武蔵小金井駅南口地区地区計画を次のように変更する。
武蔵小金井駅南口地区地区計画
小金井市前原町三丁目、本町一丁目及び本町六丁目各地内
約８．１ｈａ

名　　称　　
位　　置　※
面　　積　※

　本地区は、次のような地区を定め、総合拠点としてふさわしい調和のとれた健全かつ合理的な土地利用の誘導を図る。また、これら
の地区が相互に補完することによって、複合的な都市拠点機能の充実を目指す。
１　駅前地区
　　駅前という立地条件を生かし、大規模な土地利用の転換と土地の高度利用を図り、商業、業務、都市型住宅、子育て、文化及びコ
　ミュニティ機能等の高度な集積を図る施設を誘導していく。また、まとまったオープンスペースの整備や緑の配置により、小金井市
　の玄関口としてふさわしい都市環境の形成に努める。
２　沿道型複合地区
　　幹線道路の沿道と駅に近接するという立地条件を生かし、街路整備や建替えに合わせて、都市型住宅、商業、業務、行政、駐車場
　等の機能を誘導するとともに、これら機能の高度化を図ることによって駅前地区における拠点機能と相互に補完する。
３　連雀通り南地区
　　幹線道路沿道という立地条件を生かし、商業、業務、都市型住宅等の機能の高度化や多様化を図り、総合拠点として連雀通り以北
　の機能と相互に補完する。

　新しい街区の形成に合わせて駅前拠点にふさわしい道路等を整備し、歩行者や車両等の円滑な通行が可能となるよう交通ネットワー
クを構築する。また、国分寺崖線（はけ）の緑と調和したみどりのネットワークの形成を図るため沿道の緑化に努める。
１　区画道路
　　地区内の各敷地へのサービス道路や駅南北の流動性を高める動線として、車両の円滑な通行を促す整備を行うとともに、歩行者の
　安全に十分な配慮を行う。また、コミュニティ広場に面する道路は、コミュニティ広場と一体となったシンボル的な道路として、ア
　メニティに配慮した歩行者優先道路として整備を図る。
２　敷地内通路
　　南口全体の歩行者の回遊性を高めるとともに、歩行者・自転車利用者の利便を図る各施設へのサービス、アクセス動線や散策路と
　して敷地内通路の整備を図る。また、緊急車両の通行路や緊急時における避難通路としての役割を果たしていく。
　　敷地内通路４号については、小金井街道の既存の商店街との賑わいの回遊性を確保するため、敷地内通路５号及び６号については、
　住宅地や行政機関等のある西側及び南側への通り抜けを確保するために、それぞれ整備を図る。
３　コミュニティ広場
　　地域の交流の場として、ふれあいや賑わいの空間を提供する。また、災害時においては緊急活動拠点としての役割を果たしていく。
　　広場２号は、広場１号に面した位置に配置し、賑わい空間の創出を図るとともに、敷地内通路とあわせて南口地区全体の回遊性の
  創出を図る。
４　緑地
　　緑豊かな景観を演出するとともにみどりのネットワークのアクセスポイントとして整備する。
５　歩道状空地
　　安全・安心な歩行者及び自転車の動線を確保するため、歩道状空地の整備を図る。

　本地区は、小金井市の玄関口として、文化、コミュニティ、行政サービス等の公共公益機能を備え、商業、業務、都市型住宅等の調和の
とれた複合的な都市拠点機能の充実を図る。このため、ＪＲ中央本線連続立体交差事業に合わせて、道路や交通広場等の都市基盤を整備す
るとともに、土地の合理的かつ健全な高度利用と計画的な空地の確保等により良好な市街地を形成する。
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一部拡幅
既設

新設（広場約２００㎡を含む。）
既設

約６．３ｈａ

４ｍ 約７０ｍ ―

区画道路５号　 ４～１０ｍ 約９０ｍ ―

既設

緑地 ― ― 約　３６０㎡
コミュニティ広場２号 ―

―

地区施設
の配置及
び規模

道　路　※

小金井市前原町三丁目、本町一丁目及び本町六丁目各地内位　　置
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名　　称 幅　　員 延　　長 面　　積 備　　　　考
区画道路１号　 １３～１５．９ｍ 約１５０ｍ ―

コミュニティ広場１号

―約２１０ｍ

幅　　員

１３～１６ｍ

１０ｍ
―

面　　積

１３ｍ
―

―

―

区画道路３号　

６ｍ
６ｍ
４ｍ

敷地内通路２号
敷地内通路３号

区画道路４号　

名　　称

約７０ｍ
約４０ｍ

約１,９００㎡

―
―

―約１８０ｍ敷地内通路１号

敷地内通路６号

約４５０ｍ

１８ｍ 約２０ｍ

４．５ｍ
約４０ｍ

約５０ｍ２．５ｍ
―

新設

一部既設（はけ上散策路）
既設
既設

既設

新設歩道状空地１号

―

地
区
整
備
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面　　積

― 約１,３００㎡

歩道状空地２号

既設

建築物等の整備の方針

その他の整備方針

備考

　小金井市の玄関口として、調和のとれた複合的な都市拠点機能の充実を図り、賑わいを創出するとともに安全で快適な市街地を形成
するために、次のように建築物等の整備の方針を定める。
１　総合拠点としての商業業務地区にふさわしい賑わいある街並みの形成を図るため、また、複合市街地としての居住環境水準を担保
　するため、建築物等の用途の制限、建築物等の高さの最高限度を定める。
２　商業地としての連続的な動線形成に配慮するとともに、安全で快適かつ緑豊かな歩行者ネットワークの形成を図るため、壁面の位
　置の制限を定める。
３　敷地の細分化を防止するため、建築物の敷地面積の最低限度を定める。
４　国分寺崖線（はけ）の緑と調和し、魅力ある都市景観を創出するために、建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限及び垣又は
　柵の構造の制限を定める。

既設約１００ｍ

延　　長

　まとまったオープンスペースの整備や連続的な緑の配置により、国分寺崖線（はけ）と調和するとともに小金井市の玄関口としてふさわ
しい都市環境の形成に努める。このため、積極的な沿道緑化を図るとともに、屋上についても緑化に努めるものとする。

その他の
公共空地

区画道路２号　
約１８０ｍ

約５０ｍ
―
―

新設

区画道路６号　

新設（屋内貫通通路）
新設（屋内貫通通路）

敷地内通路４号
敷地内通路５号

６ｍ

２ｍ

新設



名　称 駅前地区１ 沿道型複合地区Ａ 連雀通り南地区Ａ

面　積 約３．２ｈａ 約０．３ｈａ 約０．４ｈａ

　次に掲げる建築物を建
築してはならない。
１　風俗営業等の規制及
　び業務の適正化等に関
　する法律第２条第６項
　各号に掲げる店舗型性
　風俗特殊営業の用に供
　するもの
２　工場(建築基準法別表
　第２（に）欄に定める
　もの）
３　倉庫業を営む倉庫
４　前３項に附属するも
　の

※は知事協議事項
　｢区域、地区の区分、地区施設の配置、壁面の位置の制限及び建築物等の高さの最高限度は計画図表示のとおり」
理由：都市基盤の整備と複合的な都市拠点機能の充実を図り、小金井市の総合拠点にふさわしい良好な市街地を形成するため、地区計画を変更する。

建築物等の
用途の制限

建築物等の形態
又は色彩その他
の意匠の制限

垣又は柵の
構造の制限

地区
の

区分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５００㎡
　ただし、次の各項のいずれかに該当する場合はこの限りでない。
１　巡査派出所、公衆便所、公共用歩廊、バス停留所の上屋その他これらに類するもの
２　広場、道路その他これらに類するものの内にある建築物で安全上、防火上及び衛生上支障がないもの

　建築物の壁面又はこれに代わる柱の面は、計画図に示す壁面線及びその他の公共空地を規定する線を超えて建築してはならない。ただ
し、次に掲げるものを除く。
１　２階以上に設けられる専ら通行の用に供する渡り廊下等の建築物の部分
２　落下被害防止等のために設けられる建築物の部分で、歩行者等の通行の妨げとならないもの

駅前地区２建
築
物
等
に
関
す
る
事
項

地
区
整
備
計
画

建築物の敷地面積
の最低限度

壁面の位置の制限

建築物等の高さの
最高限度

約１．７ｈａ

　次に掲げる建築物を建築し
てはならない。
１　風俗営業等の規制及び業
　務の適正化等に関する法律
　第２条第６項各号に掲げる
　店舗型性風俗特殊営業の用
　に供するもの
２　工場(建築基準法別表第
　２（に）欄に定めるもの）
３　倉庫業を営む倉庫
４　前３項に附属するもの
５　２階以下の部分を住宅、
　共同住宅、寄宿舎及び下
　宿の用（出入口は除く。）
　に供する建築物

約０．７ｈａ

　次に掲げる建築物を建築しては
ならない。
１　風俗営業等の規制及び業務の
　適正化等に関する法律第２条に
　定める風俗営業及びカラオケ
　ボックスその他これに類するも
　の
２　工場（建築基準法別表第２
　（に）欄に定めるもの）
３　倉庫業を営む倉庫
４　前３項に附属するもの

道路に面して垣又は柵等を設ける場合は、視線の透過性の高いものとするとともに、緑化に配慮したものとする。

　建築物等の高さは、計画図に示す高さを超えて建築してはならない。ただし、階段室、昇降機塔、装飾塔、物見塔、屋窓その他これらに
類する建築物の屋上部分の水平投影面積の合計が当該建築物の建築面積の８分の１以内の場合においては、その部分の高さは、１２ｍまで
は当該建築物の高さに算入しない。また、棟飾、防火壁の屋上突出部その他これらに類する屋上突出物は、当該建築物の高さに算入しな
い。

１　建築物の形態、意匠、色彩等については、国分寺崖線（はけ）や周辺市街地の景観及び広場空間の環境に配慮した形態、意匠とすると
　ともに、国分寺崖線（はけ）の緑と調和した落ち着いた色調とする。
２　屋外広告物等については、美観、風致を損なうおそれのないものとする。

駅前地区３

　次に掲げる建築物以外を建築してはならな
い。
１　店舗（ただし、風俗営業等の規制及び業
　務の適正化等に関する法律第２条に定める
　風俗営業及びカラオケボックスその他これ
　に類するものを除く。)、駐車施設及び事
  務所
２　官公庁施設等の公益施設
３　前２項に附属するもの



変更概要

摘　要

変更なし

変更なし

都市計画マス
タープランとの
文言調整

地区区分の統合
整理

武蔵小金井駅南口地区地区計画
削除する位置
小金井市本町五丁目地内
変更後の位置
小金井市前原町三丁目、本町一丁目及び本町六丁目各地内

事　　項

面　　積

　本地区は、小金井市の玄関口として、文化、コミュニティ、行政
サービス等の公共公益機能を備え、商業、業務、都市型住宅等の調
和のとれた複合的な都市拠点機能の充実を図る。このため、ＪＲ中
央本線連続立体交差事業に合わせて、道路や交通広場等の都市基盤
を整備するとともに、土地の合理的かつ健全な高度利用と計画的な
空地の確保等により良好な市街地を形成する。

　本地区は、次のような地区を定め、総合拠点としてふさわしい調
和のとれた健全かつ合理的な土地利用の誘導を図る。また、これら
の地区が相互に補完することによって、複合的な都市拠点機能の充
実を目指す。
１　駅前地区
　駅前という立地条件を生かし、大規模な土地利用の転換と土地の
高度利用を図り、商業、業務、都市型住宅、子育て、文化及びコ
ミュニティ機能等の高度な集積を図る施設を誘導していく。また、
まとまったオープンスペースの整備や緑の配置により、小金井市の
玄関口としてふさわしい都市環境の形成に努める。

２　沿道型複合地区
　幹線道路の沿道と駅に近接するという立地条件を生かし、街路整
備や建替えに合わせて、都市型住宅、商業、業務、行政、駐車場等
の機能を誘導するとともに、これら機能の高度化を図ることによっ
て駅前地区における拠点機能と相互に補完する。
３　連雀通り南地区
　幹線道路沿道という立地条件を生かし、商業、業務、都市型住宅
等の機能の高度化や多様化を図り、総合拠点として連雀通り以北の
機能と相互に補完する。

旧 新

約8.1ｈａ 約8.1ｈａ

　本地区は、小金井市の玄関口として、文化、コミュニティ、行政
サービス等の公共公益機能を備え、商業、業務、都市型住宅等の調
和のとれた複合的な都市拠点機能の充実を図る。このため、ＪＲ中
央本線連続立体交差事業に合わせて、道路や交通広場等の都市基盤
を整備するとともに、土地の合理的かつ健全な高度利用と計画的な
空地の確保等により良好な市街地を形成する。
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土地利用の方針

　本地区は、次のような地区を定め、市の中心核としてふさわしい
調和のとれた健全かつ合理的な土地利用の誘導を図る。また、これ
らの地区が相互に補完することによって、複合的な都市拠点機能の
充実を目指す。
１　駅前地区Ａ
　駅前という立地条件を生かし、大規模な土地利用の転換と土地の
高度利用を図り、商業、業務、都市型住宅、文化及びコミュニティ
機能等の高度な集積を図るとともに、新しい産業活動にも対応する
職住一体型施設を誘導していく。また、まとまったオープンスペー
スの整備や緑の配置により、小金井市の玄関口としてふさわしい都
市環境の形成に努める。
２　駅前地区Ｂ
　駅前地区Ａとともに市の中心核としての機能を担っていく地区と
して、商業、業務、行政等の市民サービス機能、新しい産業活動に
も対応する職住一体型施設等を中心に誘導する。
３　沿道型複合地区
　幹線道路の沿道と駅に近接するという立地条件を生かし、街路整
備や建替えに合わせて、都市型住宅、商業、業務、行政、駐車場等
の機能を誘導するとともに、これら機能の高度化を図ることによっ
て駅前地区における拠点機能と相互に補完する。
４　連雀通り南地区
　幹線道路沿道という立地条件を生かし、商業、業務、都市型住宅
等の機能の高度化や多様化を図り、市の中心核として連雀通り以北
の機能と相互に補完する。



文言整理

地区施設の
整備の方針

　新しい街区の形成に合わせて駅前拠点にふさわしい道路等を整備
し、歩行者や車両等の円滑な通行が可能となるよう交通ネットワー
クを構築する。また、国分寺崖線（はけ）の緑と調和したみどりの
ネットワークの形成を図るため沿道の緑化に努める。
１　区画道路
　地区内の各敷地へのサービス道路や駅南北の流動化を高める動線
として、車両の円滑な通行を促す整備を行うとともに、歩行者の安
全に十分な配慮を行う。また、コミュニティ広場に面する道路は、
コミュニティ広場と一体となったシンボル的な道路として、アメニ
ティに配慮した歩行者優先道路として整備を図る。
２　敷地内通路
　歩行者の回遊性を高めるとともに、歩行者・自転車利用者の利便
を図る各施設へのサービス・アクセス動線や散策路として敷地内通
路を設置する。また、緊急車両の通行路や緊急時における避難通路
としての役割を果たしていく。

３　コミュニティ広場
　地域の交流の場として、ふれあいや賑わいの空間を提供する。ま
た、災害時においては緊急活動拠点としての役割を果たしていく。

４　緑地
　緑豊かな景観を演出するとともにみどりのネットワークのアクセ
ントポイントとして整備する。

　新しい街区の形成に合わせて駅前拠点にふさわしい道路等を整備
し、歩行者や車両等の円滑な通行が可能となるよう交通ネットワー
クを構築する。また、国分寺崖線（はけ）の緑と調和したみどりの
ネットワークの形成を図るため沿道の緑化に努める。
１　区画道路
　地区内の各敷地へのサービス道路や駅南北の流動性を高める動線
として、車両の円滑な通行を促す整備を行うとともに、歩行者の安
全に十分な配慮を行う。また、コミュニティ広場に面する道路は、
コミュニティ広場と一体となったシンボル的な道路として、アメニ
ティに配慮した歩行者優先道路として整備を図る。
２　敷地内通路
　南口全体の歩行者の回遊性を高めるとともに、歩行者・自転車利
用者の利便を図る各施設へのサービス、アクセス動線や散策路とし
て敷地内通路の整備を図る。また、緊急車両の通行路や緊急時にお
ける避難通路としての役割を果たしていく。
　敷地内通路４号については、小金井街道の既存の商店街との賑わ
いの回遊性を確保するため、敷地内通路５号及び６号については、
住宅地や行政機関等のある西側及び南側への通り抜けを確保するた
めに、それぞれ整備を図る。
３　コミュニティ広場
　地域の交流の場として、ふれあいや賑わいの空間を提供する。ま
た、災害時においては緊急活動拠点としての役割を果たしていく。
　広場２号は、広場１号に面した位置に配置し、賑わい空間の創出
を図るとともに、敷地内通路とあわせて南口地区全体の回遊性の創
出を図る。
４　緑地
　緑豊かな景観を演出するとともにみどりのネットワークのアクセ
スポイントとして整備する。
５　歩道状空地
　安全・安心な歩行者及び自転車の動線を確保するため、歩道状空
地の整備を図る。

　小金井市の玄関口として、調和のとれた複合的な都市拠点機能の
充実を図り、賑わいを創出するとともに安全で快適な市街地を形成
するために、次のように建築物等の整備の方針を定める。
１　総合拠点としての商業業務地区にふさわしい賑わいある街並み
の形成を図るため、また、複合市街地としての居住環境水準を担保
するため、建築物等の用途の制限、建築物等の高さの最高限度を定
める。
２　商業地としての連続的な動線形成に配慮するとともに、安全で
快適かつ緑豊かな歩行者ネットワークの形成を図るため、壁面の位
置の制限を定める。
３　敷地の細分化を防止するため、建築物の敷地面積の最低限度を
定める。
４　国分寺崖線（はけ）の緑と調和し、魅力ある都市景観を創出す
るために、建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限及び垣又は
柵の構造の制限を定める。
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整 備 の 方 針

市街地再開発事
業に伴う文言整
理

　小金井市の玄関口として、調和のとれた複合的な都市拠点機能の
充実を図り、賑わいを創出するとともに安全で快適な市街地を形成
するために、次のように建築物等の整備の方針を定める。
１　市の中心核としての商業業務地区にふさわしい賑わいのある街
並みの形成を図るため、また、複合市街地としての居住環境水準を
担保するため、建築物等の用途の制限等を定める。

２　商業地としての連続的な動線形成に配慮するとともに、安全で
快適かつ緑豊かな歩行者ネットワークの形成を図るため、壁面の位
置の制限等を定める。
３　敷地の細分化を防止するため、建築物の敷地面積の最低限度を
定める。
４　国分寺崖線（はけ）の緑と調和し、魅力ある都市景観を創出す
るために、建築物等の形態又は意匠の制限及び垣又はさくの構造の
制限を定める。



変更なし

摘　要

再開発事業区域
の追加に伴う増

名　　称 幅員 延長 面積 備　　考 名　　称 幅員 延長 面積 備　考
区画道路１号※ 13～15.9ｍ 約150ｍ ― 拡幅 区画道路１号 13～15.9ｍ 約150ｍ ― 既設

区画道路２号※ 13ｍ 約210ｍ ― 拡幅(一部新設） 区画道路２号 13～16ｍ 約210ｍ ― 一部拡幅

区画道路３号※ 13ｍ 約180ｍ ―
新設（植樹帯等
約400㎡を含
む。)

区画道路３号 13ｍ 約180ｍ ― 既設

区画道路４号※ 10ｍ 約100ｍ ― 拡幅 区画道路４号 10ｍ 約100ｍ ― 既設

区画道路５号※ 4～10ｍ 約90ｍ ― 一部拡幅 区画道路５号 4～10ｍ 約90ｍ ― 既設

区画道路６号 18ｍ 約20ｍ
新設（広場約200
㎡を含む。)

名　　称 幅員 延長 面積 備　　考 名　　称 幅員 延長 面積 備　考

敷地内通路１号 4ｍ 約180ｍ ―
既設（はけ上散
策路)

敷地内通路１号 4ｍ 約180ｍ ―
一部既設（はけ
上散策路)

敷地内通路２号 6ｍ 約70ｍ ― 新設 敷地内通路２号 6ｍ 約70ｍ ― 既設

敷地内通路３号 6ｍ 約40ｍ ― 新設 敷地内通路３号 6ｍ 約40ｍ ― 既設

敷地内通路４号 6ｍ 約40ｍ ― 新設

敷地内通路５号 4.5ｍ 約50ｍ ―
新設（屋内貫通
通路）

敷地内通路６号 2.5ｍ 約50ｍ ―
新設（屋内貫通
通路）

コミュニティ広場 ― ― 約1,900㎡ 新設 コミュニティ広場１号 ― ― 約1,900㎡ 既設
コミュニティ広場２号 ― ― 約1,300㎡ 新設

緑地 ― ― 約360㎡ 新設 緑地 ― ― 約360㎡ 既設

歩道状空地１号 4ｍ 約70ｍ ― 新設

歩道状空地２号 2ｍ 約450ｍ ― 新設

整備の進ちょく
と再開発事業に
伴う地区施設の
追加、文言整理

地 区 施 設
の配置及び
規 模

その他
の公共
空 地

地
区
整
備
計
画

　まとまったオープンスペースの整備や連続的な緑の配置により、
国分寺崖線（はけ）と調和するとともに小金井市の玄関口としてふ
さわしい都市環境の形成に努める。このため、積極的な沿道緑化を
図るとともに、屋上についても緑化に努めるものとする。

約6.3ｈａ

新

道路
※

旧

約4.5ｈａ
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削除する位置
小金井市本町五丁目地内
変更後の位置
小金井市前原町三丁目、本町一丁目及び本町六丁目各地内

その他の整備方針

　まとまったオープンスペースの整備や連続的な緑の配置により、
国分寺崖線（はけ）と調和するとともに小金井市の玄関口としてふ
さわしい都市環境の形成に努める。このため、積極的な沿道緑化を
図るとともに、屋上についても緑化に努めるものとする。



以下の項目については、駅前地区1、駅前地区2、駅前地区3、沿道型複合地区Ａ、連雀通り南地区Ａの各地区区分に共通する。

駅前地区Ａ-1（約3.2ｈａ）
次に掲げる建築物を建築してはならない。
１　風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第６
項各号に掲げる店舗型性風俗特殊営業の用に供するもの
２　工場(建築基準法別表第２（に）欄に定めるもの）
３　倉庫業を営む倉庫
４　前３項に附属するもの

駅前地区Ａ-2（約0.7ｈａ）
次に掲げる建築物を建築してはならない。
１　風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条に定
める風俗営業及びカラオケボックスその他これに類するもの
２　工場(建築基準法別表第２（に）欄に定めるもの）
３　倉庫業を営む倉庫
４　前３項に附属するもの

沿道型複合地区Ａ（約0.2ｈａ）、連雀通り南地区Ａ（約0.4ｈａ）
次に掲げる建築物以外を建築してはならない。
１　店舗（ただし、風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する
法律第２条に定める風俗営業及びカラオケボックスその他これに類
するものを除く。)、駐車施設及び事務所
２　官公庁施設等の公益施設
３　前２項に附属するもの

駅前地区1（約3.2ｈａ）
次に掲げる建築物を建築してはならない。
１　風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第６
項各号に掲げる店舗型性風俗特殊営業の用に供するもの
２　工場(建築基準法別表第２（に）欄に定めるもの）
３　倉庫業を営む倉庫
４　前３項に附属するもの

駅前地区2（約0.7ｈａ）
次に掲げる建築物を建築してはならない。
１　風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条に定
める風俗営業及びカラオケボックスその他これに類するもの
２　工場(建築基準法別表第２（に）欄に定めるもの）
３　倉庫業を営む倉庫
４　前３項に附属するもの

駅前地区3（約1.7ｈａ）
次に掲げる建築物を建築してはならない。
１　風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第６
項各号に掲げる店舗型性風俗特殊営業の用に供するもの
２　工場(建築基準法別表第２（に）欄に定めるもの）
３　倉庫業を営む倉庫
４　前３項に附属するもの
５　２階以下の部分を住宅、共同住宅、寄宿舎及び下宿の用（出入
り口は除く。）に供する建築物

沿道型複合地区Ａ（約0.3ｈａ）、連雀通り南地区Ａ（約0.4ｈａ）
次に掲げる建築物以外を建築してはならない。
１　店舗（ただし、風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する
法律第２条に定める風俗営業及びカラオケボックスその他これに類
するものを除く。)、駐車施設及び事務所
２　官公庁施設等の公益施設
３　前２項に附属するもの

地区区分の整理
と再開発事業に
伴う地区の追加

５００㎡
ただし、次の各項のいずれかに該当する場合はこの限りでない。
１　巡査派出所、公衆便所、公共用歩廊、バス停留所の上屋その他
これらに類するもの
２　広場、道路その他これらに類するものの内にある建築物で安全
上、防火上及び衛生上支障がないもの

５００㎡
ただし、次の各項のいずれかに該当する場合はこの限りでない。
１　巡査派出所、公衆便所、公共用歩廊、バス停留所の上屋その他
これらに類するもの
２　広場、道路その他これらに類するものの内にある建築物で安全
上、防火上及び衛生上支障がないもの

変更なし
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　建築物の壁面又はこれに代わる柱の面は、計画図に示す壁面線及
びその他の公共空地を規定する線を超えて建築してはならない。た
だし、次に掲げるものを除く。
１　２階以上に設けられる専ら通行の用に供する渡り廊下等の建築
物の部分
２　落下被害防止等のために設けられる建築物の部分で、歩行者等
の通行の妨げとならないもの

　建築物等の高さは、計画図に示す高さを超えて建築してはならな
い。ただし、階段室、昇降機塔、装飾塔、物見塔、屋窓その他これ
らに類する建築物の屋上部分の水平投影面積の合計が当該建築物の
建築面積の８分の１以内の場合においては、その部分の高さは、１
２ｍまでは当該建築物の高さに算入しない。また、棟飾、防火壁の
屋上突出部その他これらに類する屋上突出物は、当該建築物の高さ
に算入しない。

１　建築物の形態、意匠、色彩等については、国分寺崖線（はけ）
や周辺市街地の景観及び広場空間の環境に配慮した形態、意匠とす
るとともに、国分寺崖線（はけ）の緑と調和した落ち着いた色調と
する。
２　屋外広告物等については、美観、風致を損なうおそれのないも
のとする。

変更なし

文言整理

　建築物等の高さは、計画図に示す高さを超えて建築してはならな
い。ただし、階段室、昇降機塔、装飾塔、物見塔、屋窓その他これ
らに類する建築物の屋上部分の水平投影面積の合計が当該建築物の
建築面積の８分の１以内の場合においては、その部分の高さは、１
２ｍまでは当該建築物の高さに算入しない。また、棟飾、防火壁の
屋上突出部その他これらに類する屋上突出物は、当該建築物の高さ
に算入しない。

１　建築物の形態、意匠、色彩等については、国分寺崖線（はけ）
や周辺市街地の景観及び広場空間の環境に配慮した形態、意匠とす
るとともに、国分寺崖線（はけ）の緑と調和した落ち着いた色調と
する。
２　屋外広告物等については、美観、風致を損なうおそれのないも
のとする。

　道路に面して垣又はさく等を設ける場合は、視線の透過性の高い
ものとするとともに、緑化に配慮したものとする。

　道路に面して垣又は柵等を設ける場合は、視線の透過性の高いも
のとするとともに、緑化に配慮したものとする。

垣 又 は 柵
の 構 造 の
制 限

変更なし

　建築物の壁面又はこれに代わる柱の面は、計画図に示す壁面線及
びその他の公共空地を規定する線を超えて建築してはならない。た
だし、次に掲げるものを除く。
１　２階以上に設けられる専ら通行の用に供する渡り廊下等の建築
物の部分
２　落下被害防止等のために設けられる建築物の部分で、歩行者等
の通行の妨げとならないもの
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